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令和 5 年 12 月議会 一般質問 

問 1 

財
政
健
全
化
に
つ
い
て 

 

地
域
の
宝
で
あ
る
、
子
供
た
ち
・
市

民
を
守
る
た
め
、中
山
間
地
域
の
自
然

を
守
っ
て
い
た
だ
く
方
の
た
め
市
の

対
応
を
期
待
し
、質
問
に
関
し
て
次
の

様
な
問
題
提
起
を
行
い
ま
し
た
。 

  

雲
南
市
の
実
質
公
債
費
比
率
(
単
年

度
比
率
)が
、令
和
３
年
度
１
０.

５%

、

令
和
４
年
度
１
１.

１
％
と
財
政
状
況

は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
こ
の
ま

ま
で
は
１
８
％
を
超
え
る
の
で
は
な

い
か
。 

 

※
「
実
質
公
債
費
比
率
」
と
は
、
平
成

１
７
年
度
か
ら
全
国
自
治
体
で
導
入

さ
れ
、地
方
公
共
団
体
の
一
般
財
源
の

標
準
的
な
規
模
に
占
め
る
全
て
の
会

計
の
公
債
費(
市
の
借
金
を
返
済
す
る

た
め
の
経
費
)
。 

実
質
公
債
費
比
率
が
１
８
％
を
越

え
た
場
合
ど
う
な
る
か 

雲
南
市
の
鳥
獣
被
害
対
策
専
門
員

の
採
用
状
況
等
に
つ
い
て 

回
答 

落
合
正
成
農
林
振
興
部
長 

 

１
１
月
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
１
名
、鳥
獣
対
応
の
専
門
員
を

採
用
し
た
。県
の
鳥
獣
専
門
員
と
当
方

の
職
員
・
猟
友
会
の
方
が
一
緒
に
な
っ

て
、市
民
へ
の
研
修
対
応
を
行
っ
て
い

る
。 

回
答 

西
村
健
一
総
務
部
長 

 

１
８
％
以
上
の
場
合
、地
方
債
の
発

行
に
は
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な
る
。

更
に
、地
方
債
返
済
の
適
正
化
を
図
る

た
め
、公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
の
策

定
が
必
要
。２
５
％
以
上
の
場
合
も
地

方
債
発
行
に
知
事
の
許
可
が
必
要
な

上
、財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務

づ
け
ら
れ
る
。
３
５
％
以
上
の
場
合
、

総
務
大
臣
の
管
理
下
に
置
か
れ
、財
政

再
生
計
画
を
策
定
す
る
義
務
が
生
じ
、

公
共
工
事
の
圧
縮
・
市
長
以
下
市
職

員
・
市
議
会
議
員
、
市
関
連
機
関
職
員

の
給
与
等
の
カ
ッ
ト
も
あ
り
う
る
。 

健
全
財
政
の
維
持
に
は
実
質
公
債

費
比
率
を
ど
の
程
度
に
す
べ
き
か 

回
答 

西
村
健
一
総
務
部
長 

 

１
５
％
程
度
を
目
安
に
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
。令
和
４

年
度
の
県
内
の
状
況
は
、
松
江
市
９.

９
％
、
浜
田
市
１
０.

８
％
、
益
田
市
１

０.

５
％
、
雲
南
市
１
０.

８
％
、
江
津

市
１
１
％
、
大
田
市
１
１.

１
％
、
出
雲

市
１
２.

５
％
、
安
来
市
１
３.

７
％
。 

回
答 

石
飛
厚
志
市
長 

 

１
５
％
程
度
を
目
安
と
す
る
た
め

に
は
、事
業
の
効
果
や
必
要
性
を
見
極

め
た
執
行
が
必
要
で
あ
り
、加
え
て
事

業
財
源
は
で
き
る
だ
け
有
利
な
も
の

を
活
用
す
る
こ
と
に
努
め
る
。国
に
対

し
て
は
、地
方
交
付
税
制
度
等
の
改
正

要
望
を
行
う
と
同
時
に
ふ
る
さ
と
納

税
の
確
保
が
必
要
。 

建
築
物
は
、
材
料
や
企
業
は
地
産

地
消
が
必
要
で
は
な
い
か 

回
答 

石
飛
厚
志
市
長 

 

木
材
活
用
は
、脱
炭
素
計
画
の
実
現

の
中
で
も
一
つ
の
テ
ー
マ
。予
算
執
行

は
、市
内
経
済
や
市
内
発
展
に
向
か
っ

て
有
効
に
働
く
よ
う
に
工
夫
が
必
要
。 

国
や
県
の
補
助
事
業
を
積
極
的
に

活
用
す
べ
き
。
全
職
員
が
情
報
収

集
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か 

活
用
を
掲
げ
当
初
予
算
編
成
を
行
っ

て
い
る
。有
利
な
起
債
や
財
源
を
積
極

的
活
用
す
る
視
点
は
、職
員
一
人
一
人

が
持
ち
、主
体
的
に
情
報
収
集
に
努
め

る
こ
と
が
必
要
。 

問 2 

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い

て 

鳥
獣
被
害
に
あ
っ
た
農
地
等
へ
の

復
旧
支
援
を
求
め
る 

回
答 

落
合
正
成
農
林
振
興
部
長 

 

農
地
等
に
対
す
る
支
援
は
無
い
。防

護
柵
等
を
設
置
し
て
も
被
害
が
有
る

場
合
、現
地
に
お
い
て
専
門
員
等
に
よ

る
設
置
指
導
を
逐
次
実
施
。 

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
の
設
置
状

況
に
つ
い
て 

の
勉
強
会
や
指
導
を
行
っ
て
い

る
。 

問 3 

熊
へ
の
対
応
に
つ
い
て 

熊
と
の
遭
遇
を
避
け
る
た
め
、
バ

ス
に
よ
る
通
学
支
援
を
求
め
る 

回
答 

景
山
明
教
育
長 

 

ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
を
利
用
で
き
る

児
童
は
、遠
距
離
通
学
等
の
条
件
を
満

た
し
た
児
童
生
徒
。
今
年
度
は
、
ク
マ

が
例
年
に
な
く
多
く
出
没
し
て
い
る

地
域
の
保
護
者
か
ら
の
要
望
が
有
り
、

１
２
月
ま
で
市
民
バ
ス
の
利
用
を
特

別
に
許
可
し
た
。
し
か
し
、
自
宅
ま
で

の
送
迎
は
バ
ス
の
増
便
・
路
線
変
更
が

必
要
で
あ
り
、
現
実
的
に
は
難
し
い
。 

回
答 

石
飛
厚
志
市
長 

 

子
ど
も
た
ち
に
、ク
マ
に
自
分
の
存

在
を
知
ら
せ
る
た
め
＂
ク
マ
よ
け
の

鈴
＂
で
の
安
全
対
策
を
図
っ
て
い
る
。

今
後
も
地
域
の
皆
様
の
声
に
寄
り
添

う
形
で
、行
政
と
し
て
で
き
得
る
こ
と

を
し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
。 

回
答 

石
飛
厚
志
市
長 

国
・
県
の
交
付
税
措
置
率
の
高
い
有
利

な
起
債
や
財
源
を
積
極
的
活
用
す
る

こ
と
は
非
常
に
大
事
。令
和
６
年
度
予

算
で
は
、
国
・
県
補
助
金
等
の
積
極
的 

回
答 

落
合
正
成
農
林
振
興
部
長 

① 
実
施
隊
の
構
成 

市
長
が
任
命
す
る
市
農
林
振
興

課
職
員
８
名
。 

 

② 

活
動
実
績 

現
場
に
出
向
き
、
猟
友
会
と
共
同

体
で
被
害
対
応
や
防
護
の
た
め 

鳥
獣
の
潜
み
場
と
な
る
ヤ
ブ
や
雑

木
林
の
整
備
費
用
補
助
支
援
を
求

め
る 

回
答 

落
合
正
成
農
林
振
興
部
長 

鳥
獣
緩
衝
帯
確
保
補
助
金
は
な
い
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払
い
補
助
金
の

中
で
対
応
い
た
だ
き
た
い
が
、中
山
間

地
域
直
接
支
払
い
補
助
金
を
受
け
て

い
な
い
方
へ
の
対
応
は
要
望
と
し
て

承
る
。 



 

一畑バス大東線の路線廃止計画が出た。 

 

利用者の移動手段を確保して行く必要があるため、代替

交通の検討を進める。廃止された場合の代替交通につい

ては松江市と協議を進める。 

市民バス運行事業 

補正額 9,567 千円/補正後予算 174，341 千円 

大東高校の定員削減を踏まえた緊急かつ特別支援策とし

て、民間住宅の貸与による寄宿舎を整備（改修）し、遠方

からの入学者の確保・増加を目指す。2024 年 4月の供用

開始。食事の提供やハウスマスターの配備は地域住民の

協力が欠かせない。 

大東高等学校特別支援事業 

補正額 16,200 千円/補正後予算 16,200 千円 
４ 

主な補正予算等 

12 月の一般質問は、①今後の雲南市の財政健全化に向けた取り組み姿勢として、約 30 年前に建てた公共施

設老朽化への対応が計画されており、財政圧迫の懸念、②鳥獣被害に悩む市民への支援、③クマの出没に対

する通学支援等をテーマに質問を行いました。 

 

12 月一般会計補正予算では、約 5 億 8,300 万円の減額（主要因は、令和 3 年度災害復旧費（約 9 億円）を

令和 6年度へ繰り越したこと）と追加補正で 3億 9,991 万円の増額（主要因は、物価高騰対応非課税世帯等

臨時給付金（約 2億３千万円：3000 世帯へ給付）が提案され、可決となりました。 

１ 

市道元天神大別成木線の路肩崩壊に伴う整備事業。 

 

令和 5年 7月 7日～11日の降雨により三刀屋川の流量が

増し、既設のブロック積護岸が沈下。このまま放置する

と護岸の浸食による市道の崩落が懸念されるため、河川

護岸は島根県、市道は雲南市が施工する。 

道路施設整備事業 

補正額 20,000 千円/補正後予算 66,700 千円 ２ 

市道多久和六重線地すべり調査業務委託（追加）に係る

予算増。 

公共土木災害総務管理事業 

補正額 83,040 千円/補正後予算 105,150 千円 ３ 

令和 6 年度に加茂小学校及び田井小学校に特別支援学級

増設に伴いエアコンを設置。加茂小学校には、受電設備

の増設工事を実施。 

小学校特別支援学級設置事業 
補正額 11,572 千円/補正後予算 11,572 千円 ５ 

その他の案件に関しましては、サイト

をご覧ください 

低所得世帯への支援のため、住民税非課税世帯に対して

1世帯当たり 7万円を追加給付する。 

物価高騰対応非課税世帯等臨時給付金 
補正額 235,965 千円/補正後予算 235,965 千円 ６ 

12 月議会 所感 
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